「あなた は、」 佐 野 君 は 起き 上って、 「東京の 人です 

か？」 

「あら、 どうして？」 

「いや、 ただ、 —— 」 佐 野 君 は 狼 1 した。 顔が 赤くな つ 

た。 

「あたし は、 この 土地の ものよ ご 令嬢の 顔 も、 少し 赤 

くな つた。 うつむいて、 くすくす笑いながら 岩の ほう 

へ 歩いて 行った。 

佐 野 君 は、 釣竿 を 手に 取って、 再び 静かに 釣糸 を垂 

れ、 四季の 風物 を 眺めた。 ジャ ボリと いう 大きな 音が 

した。 たしかに、 ジャ ボリと いう 音であった。 見る と 



と、 佐 野 君 は、 まじめな 顔で 言う の だが、 私 は 閉口し 

た。 もう 私に は、 わかって いるの だ。 

「馬鹿 だね、 君 は。 なんて 馬鹿なん だろう。 その ひと 

は、 宿屋の 令嬢なん かじゃな いよ。 考えて ごらん。 そ 

の ひとは 六月 一日に、 朝から 大威張りで 散歩して、 釣 

をしたり して 遊んで いたよう だが、 他の 日 は、 遊べな 

いの だ。 どこに も 姿 を 見せなかった ろう？ その 害 だ _ 

毎月、 一 日 だけ 休みなん だ。 わかる かね ご 

「そうか あ。 カフェ の 女給 かご 

「そうだと いいんだ けど、 どうも、 そうで もない よう 

だ。 おじいさんが 君に、 てれて いたろう？ 泊った 事 
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